
生
け
る
水
に
渇
く

　

夏
に
な
り
気
温
は
上
昇
、
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー

ト
が
発
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
予
防
策

の
一
つ
と
し
て
、
の
ど
の
渇
き
を
感
じ
る
前
に
水

分
補
給
を
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

皆
様
、
知
恵
を
尽
く
し
て
自
分
の
体
と
心
を
大
切

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

　

最
近
、『
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
』
４
章
に
記…

さ
れ
て
い
る
サ
マ
リ
ア
の
女
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ダ

ン
ス
を
観
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
数
分
の
小

作
品
で
す
。
白
と
淡
青
色
の
衣
装
を
身
に
ま
と
い
、

１
メ
ー
ト
ル
四
方
の
土
色
の
薄
布
で
頭
を
覆
っ
た

女
性
が
重
い
足
取
り
で
舞
台
に
登
場
し
ま
す
。
そ

こ
に
い
る
誰
か
と
会
話
を
交
わ
し
て
い
る
か
の
よ

う
に
、
彼
女
の
戸
惑
い
、
驚
き
、
探
究
心
、
決
意
、

喜
び
が
、
全
身
で
表
現
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
目
に

は
見
え
な
い
風
と
舞
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
そ

し
て
、
土
色
の
布
を
置
き
去
り
に
し
て
、
足
取
り

も
軽
や
か
に
退
場
し
ま
す
。

　

あ
の
東
日
本
大
震
災
や
今
後
の
発
生
が
警
告
さ

れ
て
い
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
伴
う
津
波
、
そ
し

て
年
々
増
加
す
る
豪
雨
、
と
水
の
脅
威
を
再
認
識

さ
せ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
昨
今
で
す
が
、
ど
ん
な

生
物
も
生
命
維
持
の
た
め
に
水
を
必
要
と
し
て
い

る
こ
と
は
、
周
知
の
事
実
で
す
。
そ
し
て
、
水
道

の
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
上
水
が
流
れ
、
実
店
舗
や
自

販
機
や
ネ
ッ
ト
通
販
で
気
軽
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

水
が
買
え
る
環
境
に
い
る
と
忘
れ
が
ち
で
す
が
、

昨
年
二
〇
二
二
年
十
一
月
に
80
億
人
を
超
え
た
世

界
人
口
の
約
八
％
に
当
た
る
６
億
６
千
３
百
万
人

は
安
全
な
水
を
身
近
で
入
手
で
き
ず
（
い
ず
れ
の

統
計
も
国
連
の
発
表
に
よ
る
）、
二
千
年
前
の
サ

マ
リ
ア
の
女
と
同
じ
よ
う
に
多
く
の
女
性
と
子
供

が
水
が
め
を
頭
に
乗
せ
、
遠
い
道
の
り
を
何
往
復

も
し
て
、
池
や
川
や
湖
や
整
備
さ
れ
て
い
な
い
井

戸
か
ら
安
全
と
は
言
え
な
い
水
を
汲
み
ま
す
。
こ

の
兄
弟
姉
妹
た
ち
へ
の
霊
的
物
的
支
援
も
私
た
ち

の
大
切
な
務
め
で
す
。

　

ヤ
コ
ブ
の
井
戸
か
ら
出
る
水
は
安
全
で
、
シ
カ

ル
の
住
民
も
家
畜
も
恩
恵
を
受
け
て
い
た
で
し
ょ

う
。
た
だ
、
こ
の
サ
マ
リ
ア
の
女
は
早
朝
で
は
な

く
人
目
を
避
け
ら
れ
る
正
午
に
水
を
汲
み
に
や
っ

て
来
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
イ
エ
ス
に
出
会
い
ま
す
。

そ
し
て
、
水
が
め
を
井
戸
端
に
置
い
た
ま
ま
、
つ

ま
り
地
上
の
命
を
支
え
る
水
の
確
保
を
後
回
し
に

し
て
ま
で
町
に
戻
り
、
彼
女
を
冷
や
や
か
な
目
で

見
て
い
た
で
あ
ろ
う
人
々
を
含
む
住
民
に
伝
え
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「『
永
遠
の
命
に
至
る
水
』（…

ヨ
ハ
ネ
４
・
15
）
を
湧
き
出
さ
せ
る
源
泉
と
な
る

『
生
け
る
水
』（
４
・
10
、
11
、
聖
書
共
同
訳
）
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の
与
え
主
、
メ
シ
ア
に
私
は
会
い
ま

し
た
。
あ
な
た
が
た
も
、
見
に
来
て

く
だ
さ
い
」
で
し
た
。
彼
女
の
招
き

で
多
く
の
人
々
が
イ
エ
ス
の
も
と
に

や
っ
て
来
て
、
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ

に
滞
在
し
て
話
を
聞
か
せ
て
ほ
し
い

と
願
い
、
二
日
間
で
さ
ら
に
多
く
の

人
が
直
接
「
イ
エ
ス
の
言
葉
を
聞
い

て
信
じ
た
」（
４
・
41
）
の
で
す
。

　

こ
の
霊
の
渇
き
に
気
づ
か
な
い
人
、

ま
た
、
気
づ
い
た
も
の
の
、
時
に
は

大
変
な
代
価
を
払
っ
て
間
違
っ
た
と

こ
ろ
に
行
き
、
不
純
な
水
を
飲
ん
で

霊
の
健
康
を
害
し
て
し
ま
う
人
は
、

ま
だ
大
勢
い
ま
す
。
イ
エ
ス
は
十
字

架
の
上
で
「
渇
く
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
全
て
を
成
し
遂
げ
ら
れ
、
そ
の

死
と
復
活
を
通
し
て
自
ら
が
永
遠
の

命
に
至
る
水
の
源
泉
で
あ
る
こ
と
を

示
さ
れ
ま
し
た
（
ヨ
ハ
ネ
19
・
28
〜

37
）。
十
年
後
の
二
〇
三
三
年
は
、…

人
類
の
歴
史
と
私
た
ち
一
人
一
人
の

人
生
を
変
え
た
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
の

死
と
復
活
の
出
来
事
か
ら
二
千
年
を

祝
う
大
聖
年
に
当
た
り
ま
す
。
教
皇

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
カ
リ
ス
（CH

A
…

RIS

）
は
、
今
年
の
復
活
の
主
日…

か
ら
「
ア
ジ
ェ
ン
ダ
二
〇
三
三
」
と

称
す
る
十
年
の
準
備
期
間
を
呼
び
か

け
て
い
ま
す
（「A

GEN
D
A

２
０…

３
３
」
で
ネ
ッ
ト
検
索
で
き
ま
す
）。

イ
エ
ス
の
招
き
に
応
え
て
生
け
る
水

で
あ
る
聖
霊
に
生
か
さ
れ
て
い
る
私

た
ち
は
、
何
が
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。

七
週
連
続
の
セ
ミ
ナ
ー
を
再
び

　

こ
の
３
年
間
、
社
会
で
も
教
会
で

も
様
々
な
制
限
が
設
け
ら
れ
た
中
で
、

全
国
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
は
聖
霊
の
導

き
に
信
頼
し
つ
つ
で
き
る
こ
と
を
実

践
し
て
き
ま
し
た
。
す
で
に
本
誌
で

お
伝
え
し
た
よ
う
に
、
コ
ア
グ
ル
ー

プ
は
ほ
ぼ
毎
週
ズ
ー
ム
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
で
集
ま
り
、
賛
美
と
感
謝
と
識
別

を
重
ね
た
上
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
賛

美
の
集
い
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
一
日
限
り
2
時
間

程
度
の
単
発
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
。
昨

年
の
今
頃
は
３
年
ぶ
り
に
対
面
式
で

全
国
大
会
の
開
催
を
計
画
し
ま
し
た

が
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
第
七
波
を
考
慮

し
断
念
、
代
替
と
し
て
三
日
連
続
で

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

前
回
の
春
季
号
で
ア
ジ
ア
・
オ
セ

ア
ニ
ア
大
陸
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
会
議

に
つ
い
て
報
告
し
た
際
、
私
は
こ
う

結
び
ま
し
た
。「
日
本
の
全
国
コ
ム…

ニ
オ
奉
仕
会
で
も
、
長
年
親
し
ん
で

き
た
『
聖
霊
に
よ
る
生
活
刷
新
セ
ミ

ナ
ー
』
を
『
セ
ミ
ナ
ー
「
聖
霊
に
生

き
る
」』
と
い
う
新
た
な
名
称
と
内…

容
で
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
す
る
た
め
準

備
中
で
す
。
コ
ロ
ナ
と
い
う
冬
か
ら

聖
霊
に
生
き
る
春
に
、
共
に
一
歩
ず

つ
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。」
と
。
神…

に
感
謝
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
は
実

現
し
ま
し
た
。

The Life in the Spirit Sem
i-

nar

（LSS

）

　

ま
た
そ
の
話
か
、
と
読
み
飛
ば
さ

な
い
で
く
だ
さ
い
ね
。
原
点
・
源
泉

を
思
い
起
こ
す
こ
と
は
大
切
だ
と
私

は
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
（
一
九
六

一
～
六
五
）
か
ら
２
年
後
の
一
九
六

七
年
２
月
17
日
、
米
国
東
部
ペ
ン
シ

ル
バ
ニ
ア
州
に
位
置
す
る
『
箱
舟
と

鳩
（The A

rk and the Dove

）』
と

い
う
名
の
黙
想
の
家
で
、
大
学
生
と

教
職
員
の
小
さ
な
グ
ル
ー
プ
が
、
最

初
の
聖
霊
降
臨
と
同
じ
体
験
を
通
し

て
神
の
愛
を
深
く
知
り
ま
し
た
。
こ

の
聖
霊
の
洪
水
の
よ
う
な
出
来
事
（

『
創
世
記
』
７
・
11
は
、「
ノ
ア
の…

生
涯
の
第
六
百
年
、
第
二
の
月
の
十

七
日
、
こ
の
日
、
大
い
な
る
深
淵
の

源
が
こ
と
ご
と
く
裂
け
、
天
の
窓
が

開
か
れ
た
」
と
記
し
て
い
ま
す
）
は
、

参
加
者
た
ち
が
所
属
す
る
カ
ト
リ
ッ

ク
大
学
の
名
前
か
ら
「
デ
ュ
ケ
イ
ン

・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
」
と
呼
ば
れ
ま

す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
な
い
時
代

で
し
た
が
、
聖
霊
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

は
す
で
に
ク
ル
シ
リ
オ
（
一
九
四
〇

年
代
に
ス
ペ
イ
ン
で
始
ま
り
、
米
国

で
は
一
九
五
七
年
に
伝
わ
っ
た
信
徒

使
徒
職
運
動
）
を
通
し
て
つ
な
が
っ

て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
一
人
は
す

ぐ
に
電
話
で
北
西
部
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

州
の
カ
ト
リ
ッ
ク
校
、
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
大
学
の
信
者
グ
ル
ー
プ
に
自
分
の

体
験
を
伝
え
、
聞
い
た
学
生
た
ち
は

同
じ
よ
う
に
祈
っ
て
同
じ
体
験
を
し
、

隣
州
の
公
立
校
、
ミ
シ
ガ
ン
州
立
大

学
（M

SU

）
や
ミ
シ
ガ
ン
大
学
（…

U
M

）
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
た
ち
に

伝
え
、
彼
ら
も
同
じ
体
験
を
し
、
こ

の
新
し
い
体
験
は
洪
水
の
よ
う
に
広

が
っ
て
行
き
ま
し
た
。

　

当
時
の
学
生
リ
ー
ダ
ー
で
現
在
も

信
徒
リ
ー
ダ
ー
、
著
者
、
学
者
と
し

て
活
躍
す
る
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ク
ラ
ー

ク
さ
ん
に
よ
る
と
、
デ
ュ
ケ
イ
ン
・

巻頭言　新　風



– 3 –

ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
の
７
ヶ
月
後
に
は
、

噂
を
聞
き
つ
け
て
祈
り
の
集
い
に
初

め
て
や
っ
て
来
た
人
々
が
こ
の
聖
霊

の
新
た
な
注
ぎ
、
聖
霊
に
よ
る
洗
礼

を
よ
り
よ
く
理
解
し
体
験
で
き
る
よ

う
に
、
質
疑
応
答
と
説
明
の
時
間
を

集
い
の
前
後
に
別
室
で
設
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
か
ら
発
展
し

て
、
４
年
後
の
一
九
七
一
年
に
テ
キ

ス
ト
を
用
い
た
7
週
間
の
セ
ミ
ナ
ー

（T
he Life in the Spirit Sem

inar

、

通
称LSS

）
が
開
始
さ
れ
た
の
で
す

（Pentecost Today

誌
、
二
〇
一
七…

年
冬
号
よ
り
）。
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
も

祈
り
の
集
い
と
共
に
瞬
く
間
に
世
界

中
に
広
が
り
、
翌
一
九
七
二
年
に
は

日
本
に
も
祈
り
の
集
い
と
ほ
ぼ
同
時

に
到
来
し
、「
聖
霊
に
よ
る
生
活
刷

新
セ
ミ
ナ
ー
」（
略
し
て
「
聖
霊
に
よ

る
生
活
セ
ミ
ナ
ー
」、「
聖
霊
生
活
セ

ミ
ナ
ー
」
と
も
）
と
し
て
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。『
新
生
の
門
出
』
と
い
う…

タ
イ
ト
ル
で
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
テ

キ
ス
ト
を
用
い
た
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、

以
後
50
年
に
わ
た
り
全
国
各
地
の
教

会
や
祈
り
の
集
い
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
ク
ラ
ー
ク
さ
ん
が
一
九
七
二

年
に
初
版
を
書
き
下
ろ
し
、
一
九…

九
二
年
に
新
版
が
出
版
さ
れ
た
著
書
、

B
uilding C

hristian C
om

m
unities: 

Strategy for R
enew

ing the C
hurch

は
、
全
国
コ
ム
ニ
オ
奉
仕
会
コ
ア
グ

ル
ー
プ
の
高
浜
武
則
さ
ん
が
日
本
語

訳
を
担
当
し
、『
教
会
“
再
生
”
の

社
会
学

−

刷
新
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
』

（
二
〇
一
五
年
、
教
友
社
刊
）
と
し

出
版
さ
れ
て
お
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
聖

霊
に
よ
る
刷
新
は
「
カ
リ
ス
マ
的
刷

新
」、ク
ル
シ
リ
オ
は「
ク
ル
シ
リ
ヨ
」

と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。）

オ
ン
ラ
イ
ン

　

コ
ロ
ナ
の
規
制
緩
和
が
進
み
、
こ

の
感
染
症
は
今
年
の
五
月
に
５
類
感

染
症
に
移
行
さ
れ
、
日
本
の
社
会
は

活
気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に

見
え
ま
す
。
主
要
駅
を
通
過
す
る
と
、

円
安
も
手
伝
っ
て
な
の
で
し
ょ
う
、

海
外
か
ら
の
観
光
客
も
ず
い
ぶ
ん
増

え
ま
し
た
。
小
教
区
教
会
で
は
教
区

の
方
針
に
従
っ
て
ま
だ
換
気
に
気
を

配
り
、
頻
繁
に
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
を

し
、
マ
ス
ク
の
着
用
を
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
検
温
は
な
く
な
り
、
座
席
間

の
距
離
は
コ
ロ
ナ
以
前
に
戻
り
、
他

教
会
へ
の
ミ
サ
や
活
動
参
加
も
容
認

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
一
方
、

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
も
、
か
つ
て

の
よ
う
に
対
面
式
の
祈
り
の
集
い
を

定
期
的
に
開
催
す
る
こ
と
は
ど
の
地

域
で
も
困
難
に
思
わ
れ
ま
し
た
。
一

番
の
問
題
は
、
人
材
不
足
で
す
。
誰

が
賛
美
を
担
当
し
、
誰
が
教
え
を
担

当
す
る
の
か
。

　

そ
の
解
決
方
法
の
一
つ
と
し
て
、

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

YouTube

に
賛
美
や
教
え
の
動
画
が

投
稿
さ
れ
て
い
れ
ば
、
北
海
道
か
ら

沖
縄
ま
で
、
世
界
の
ど
こ
に
い
て
も

そ
れ
ら
を
使
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

参
考
に
し
た
の
は
、
二
〇
二
〇
年

五
月
末
に
『
箱
舟
と
鳩
』
か
ら
七
日

間
連
続
で
投
稿
さ
れ
た
Ｌ
Ｓ
Ｓ
の
動

画
で
す
。
ど
の
動
画
も
35
分
か
ら…

40
分
、
と
て
も
コ
ン
パ
ク
ト
に
で
き

て
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
Ｌ
Ｓ
Ｓ
が
始

ま
っ
た
時
と
全
く
同
じ
、
私
た
ち
の

日
本
語
版
も
同
じ
で
す
（
本
頁
上
段

に
掲
載
し
た
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
画
像

を
参
照
）。
毎
回
、
同
じ
流
れ
で
進

行
し
ま
す
。
最
初
に
5
分
、
デ
ュ
ケ

イ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
が
起
こ
り
、

カ
ト
リ
ッ
ク
聖
霊
に
よ
る
刷
新
（
カ

ト
リ
ッ
ク
・
カ
リ
ス
マ
刷
新
、CC…
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R
）
の
発
祥
の
地
と
な
っ
た
黙
想
の…

家
、『
箱
舟
と
鳩
』
が
紹
介
さ
れ
ま…

す
。
次
に
、
賛
美
リ
ー
ダ
ー
が
登
場

し
、
5
分
間
、
賛
美
の
歌
を
献
げ
ま

す
。
そ
れ
か
ら
、
別
の
人
物
が
登
場

し
、
5
分
で
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
自
分

の
体
験
を
証
し
し
ま
す
。
最
後
に
、

別
の
講
師
が
約
20
分
の
講
話
を
担
当

し
、
終
了
し
ま
す
。
証
し
や
講
話
の

担
当
者
は
、
長
年
国
際
的
にCCR…

で
奉
仕
し
て
来
た
リ
ー
ダ
ー
が
多
く
、

デ
ュ
ケ
イ
ン
・
ウ
ィ
ー
ク
エ
ン
ド
の

生
き
証
人
で
あ
る
パ
テ
ィ
・
マ
ン
ス

フ
ィ
ー
ル
ド
さ
ん
や
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド

・
マ
ン
ガ
ン
さ
ん
、
来
日
し
て
全
国

大
会
の
講
師
を
務
め
て
く
だ
さ
っ
た

韓
国
コ
ッ
ト
ン
ネ
の
ブ
ラ
ザ
ー
・
シ

ン
や
イ
ン
ド
の
シ
リ
ル
・
ジ
ョ
ン
さ

ん
、
そ
し
て
故
レ
オ
ン
・
ヨ
セ
フ
・

ス
ー
ネ
ン
ス
枢
機
卿
の
個
人
秘
書
を

務
め
て
い
た
ベ
ル
ギ
ー
の
ウ
ィ
ル
フ

リ
ー
ド
・
ブ
リ
ー
ベ
ン
神
父
（
こ
の

講
話
担
当
後
、
翌
二
〇
二
一
年
三
月

に
帰
天
）
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

コ
ア
グ
ル
ー
プ
で
は
、
こ
の
40
分

の
『
箱
舟
と
鳩
』
版
を
参
考
に
、
次

の
よ
う
な
進
行
を
考
え
ま
し
た
。
最

初
に
聖
霊
に
よ
る
刷
新
と
こ
の
セ
ミ

ナ
ー
の
紹
介
が
5
分
、
賛
美
が
15
分
、

講
話
が
20
分
、
初
め
て
聖
霊
に
よ
る

洗
礼
を
体
験
す
る
こ
と
を
希
望
す
る

参
加
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
小
グ
ル

ー
プ
の
分
か
ち
合
い
が
20
分
、
計
1

時
間
。
日
時
は
４
月
29
日
か
ら
聖
霊

降
臨
の
主
日
前
夜
の
5
月
27
日
を
経

て
6
月
10
日
ま
で
、
毎
土
曜
日
、
午

後
８
時
か
ら
９
時
ま
で
と
す
る
。

「
聖
霊
に
生
き
る
」

　

名
称
は
、
従
来
の
直
訳
で
あ
る
「

聖
霊
に
よ
る
生
活
セ
ミ
ナ
ー
」
で
も

良
か
っ
た
の
で
す
が
、「
オ
ン
ラ
イ…

ン
」
と
い
う
特
徴
も
入
れ
る
と
長
く

な
る
の
で
、
も
う
少
し
凝
縮
さ
れ
た

表
現
に
な
ら
な
い
か
と
私
が
提
案
し

ま
し
た
（
翻
訳
家
の
職
業
病
で
す
）。

ご
存
知
の
よ
う
に
英
語
のlife

（
ラ…

イ
フ
）
に
は
、
人
生
、
生
活
、
生
命
、

生
き
方
な
ど
、
多
面
的
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。
わ
ず
か
２
文
字
の
前
置
詞
、

in

（
イ
ン
）
も
、
場
所
の
「
中
に
」…

だ
け
で
は
な
く
多
彩
な
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、「
愛
に
生
き…

る
」
と
い
う
表
現
を
借
り
て
、「
聖…

霊
に
生
き
る
」
と
し
ま
し
た
。

　

賛
美
は
い
つ
も
の
よ
う
に
秋
元
伸

介
・
恭
子
夫
妻
に
リ
ー
ド
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
当
初
、
講
話
は
全
て

『
箱
舟
と
鳩
』
版
に
日
本
語
字
幕
を…

付
け
て
使
用
す
る
こ
と
を
考
え
ま
し

た
が
、
使
用
言
語
が
英
語
に
加
え
て

ス
ペ
イ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
も
あ

り
、
正
確
な
日
本
語
訳
の
字
幕
を
提

供
す
る
の
が
難
し
い
た
め
、
英
語
の

講
話
が
使
用
さ
れ
て
い
る
第
1
回
と

2
回
の
み
、『
箱
舟
と
鳩
』
の
許
可…

を
得
て
日
本
語
字
幕
を
付
け
て
提
供

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
講
師
の
ジ

ム
・
マ
ー
フ
ィ
ー
さ
ん
と
ミ
シ
ェ
ル

・
モ
ラ
ン
さ
ん
は
二
人
と
も
カ
リ
ス…

の
前
身
の
一
つ
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｓ
の
会

長
を
務
め
た
方
で
す
。
第
3
回
か
ら

7
回
ま
で
は
国
内
の
司
祭
と
コ
ア
グ

ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
で
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
各
回
の
講
話
は
、

YouTube

の
「
カ
リ
ス
プ
レ
ス
」
チ

ャ
ン
ネ
ル
か
ら
視
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

講
話
ま
で
は
誰
で
も
参
加
で
き
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
こ
の
時
間
帯
の

参
加
者
数
は
、
最
高
が
第
1
週
の
61

人
、
最
低
が
第
6
週
の
32
人
、
平
均

45
人
で
し
た
。
こ
の
中
か
ら
後
半
の

分
か
ち
合
い
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
た

の
は
12
人
、
３
つ
の
ブ
レ
イ
ク
ア
ウ

ト
ル
ー
ム
に
分
か
れ
、
各
グ
ル
ー
プ

に
コ
ア
グ
ル
ー
プ
か
ら
１
、２
名
の…

進
行
役
が
加
わ
り
ま
し
た
。
聖
霊
は

自
由
に
吹
い
て
神
の
御
業
を
行
わ
れ

る
方
で
す
。
人
間
の
操
作
ミ
ス
や
不

完
全
な
対
処
に
関
わ
ら
ず
、
聖
霊
に

よ
る
洗
礼
を
望
む
人
の
願
い
は
聞
き

入
れ
ら
れ
、
聖
霊
の
賜
物
で
あ
る
異

言
や
い
や
し
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
（

後
述
の
参
加
者
の
証
し
を
ご
覧
く
だ

さ
い
）。

聖
霊
の
新
風
と
舞
う

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
に
ふ
さ
わ
し
い
賛
美
の
歌
を
探
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
ピ
ッ
タ
リ
の
歌
を

見
つ
け
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
生

け
る
水
の
豊
か
な
流
れ
を
思
わ
せ
る

ピ
ア
ノ
曲
を
流
し
ま
し
た
が
、
歌
詞

に
も
味
わ
い
深
い
真
実
が
あ
り
ま
す
。

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
「
聖
霊
に
生

き
る
」
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
界
の
片

隅
に
ひ
っ
そ
り
開
校
し
た
「
天
国
立

聖
霊
塾
」
と
す
る
な
ら
、
次
ペ
ー
ジ

のFR
E

SH
 W

IN
D
 

（
新
風
）
は…

校
歌
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

起
立
斉
唱
は
不
要
、
た
だ
喜
ん
で
、

聖
霊
と
共
に
歌
い
、
躍
り
、
舞
い
ま

し
ょ
う
。 

巻頭言　新　風
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証
し
（
そ
の
一
）�

坂
本
き
よ
み

　

私
は
薬
の
離
脱
症
候
群
で
七
年
前

か
ら
神
経
の
伝
達
が
狂
い
、
内
臓
や

運
動
機
能
の
神
経
全
て
に
不
調
が
出

て
、
痛
み
・
体
の
揺
れ
・
足
の
指
の

不
随
意
運
動
が
あ
り
ま
す
。

　

受
洗
は
二
〇
二
〇
年
十
一
月
二
〇

日
で
す
が
、
子
供
の
頃
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
ク
ー
ル
に
通
っ
て
い
ま
し
た
。
子

供
の
頃
、
病
人
が
病
気
を
お
捧
げ
す

れ
ば
煉
獄
の
霊
魂
を
救
う
こ
と
が
出

来
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
受
洗
後
、

ヨ
キ
エ
ル
神
父
様
か
ら
煉
獄
の
霊
魂

だ
け
で
な
く
、
全
て
の
霊
魂
を
救
え

る
と
お
聞
き
し
、
病
気
を
お
捧
げ
し

て
い
ま
し
た
。
で
も
、
要
介
護
の
身

で
は
、
助
け
て
頂
く
こ
と
ば
か
り
で
、

奉
仕
活
動
が
出
来
な
い
こ
と
が
悩
み

で
し
た
。
そ
の
時
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
が

あ
る
こ
と
を
知
り
、
参
加
致
し
ま
し

た
。
異
言
の
賜
物
は
参
加
以
前
に
頂

オ
ン
ラ
イ
ン
「
聖
霊
に
生
き
る
セ
ミ
ナ
ー
」
に

参
加
し
て

FRESH WIND  By Hillsong United   　新　風　ヒルソング・ユナイテッド
（重複部分は省略）　　　　　　　　　　　　　（小熊晴代　私訳）

Spirit sound	 霊の音がする
Rushing wind	 激しい風が吹く
Fire of God fall within	 神の炎が降ってとどまる
Holy Ghost	 聖霊よ　私たちに息吹を
Breathe on us we pray	 吹きいれてください 

As we repent	 私たちは悔い改め
Turn from sin	 罪に背を向けます
Revival embers smouldering	 私たちの内にくすぶるリバイバルの
Breath of God 	 燃えさしを　神の息吹きよ
Fan us into flame	 燃え立たせてください

For hearts that burn	 聖なる畏れで
With holy fear	 燃える心
Purified in faith and deed　　	 信仰も行いも清められ
Refiner’s fire　　　　　　	 精錬する者の火よ
Strengthen what remains　	 純化されたものを強めてください

So we the church	 そうすれば私たち教会は
Who bear Your light　　	 あなたの光を放つ
Lamp aflame 　　　　　　　	 燃えるともし火
City bright　　　　　　　	 光あふれる都
King and kingdom come 　	 王と御國が来ますようにと
Is what we pray　　　　　　	 私たちは祈る

We need a fresh wind	 私たちに必要なのは新風
The fragrance of heaven 　	 天の香り
Pour Your Spirit out　	 あなたの霊を注ぎ出してください
A holy anointing　　　　	 聖なる油注ぎを 
The power of Your presence 	 あなたの臨在の力を
Pour Your Spirit out　　	 あなたの霊を注ぎ出してください

Let all the redeemed　　	 贖われた者は皆
Prophesy and sing　　	 歌い、預言せよ 
We can hear the wind 　　	 私たちには聞こえる
Blowing blowing blowing 　	 聖霊の風が吹いている
Move upon our praise　　	 私たちの賛美を引き上げてください
Sons and daughters sing 　　	 御父の子らは歌います
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い
て
い
ま
し
た
。

　

聖
霊
に
よ
る
洗
礼
の
時
は
、
賛
美

の
時
か
ら
何
か
奥
底
か
ら
湧
き
立
つ

明
る
い
気
持
ち
に
満
た
さ
れ
、
い
つ

も
と
違
う
異
言
が
口
を
つ
い
て
出
ま

し
た
。
分
か
ち
合
い
の
時
、
足
の
痛

み
が
和
ら
い
で
い
き
ま
し
た
。
次
の

日
に
は
足
の
つ
ま
先
を
動
か
す
こ
と

が
出
来
、
聖
霊
降
臨
の
ミ
サ
の
間
、

い
つ
も
座
っ
て
い
る
の
に
、
立
っ
た

り
座
っ
た
り
で
き
た
の
で
す
。

　

六
月
三
日
、
初
土
曜
の
信
心
で
、

修
道
院
の
お
聖
堂
で
皆
様
と
ロ
ザ
リ

オ
を
祈
り
、
ミ
サ
に
与
れ
ま
し
た
。

六
月
六
日
の
チ
マ
ツ
テ
ィ
神
父
様
の

月
命
日
の
ミ
サ
に
未
入
信
の
友
達
が

行
き
た
い
と
言
っ
て
く
れ
た
の
で
、

電
車
と
バ
ス
で
二
時
間
を
か
け
て
出

か
け
、
友
人
は
祝
福
を
受
け
喜
ん
で

く
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
は
代
母
の
車

で
送
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
私
が
一

人
で
電
車
で
行
け
た
の
は
、
ま
さ
に

不
可
能
を
可
能
に
し
て
頂
い
た
思
い

で
し
た
。
痛
み
の
日
々
の
中
、
こ
ん

な
に
活
動
的
に
動
け
た
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
す
。

　

学
生
時
代
の
幼
児
洗
礼
で
信
仰
熱

い
友
人
が
教
会
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い

ま
し
た
。
ず
っ
と
祈
っ
て
い
た
そ
の

友
人
に
初
土
曜
の
信
心
の
動
画
、
マ

リ
ノ
・
レ
ス
ト
レ
ボ
氏
の
証
言
の
本

と
石
川
神
父
様
の
黙
想
会
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ず
っ

と
教
会
へ
戻
っ
て
欲
し
い
と
祈
っ
て

い
ま
し
た
が
、
勇
気
が
な
く
行
動
に

起
こ
せ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
セ
ミ
ナ
ー
の
最
終
日
、

私
の
体
は
今
ま
で
で
一
番
痛
み
が
酷

く
な
り
ま
し
た
。
私
に
迷
い
が
出
た

所
で
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
ま
し
た
。
分

か
ち
合
い
の
リ
ー
ダ
ー
だ
っ
た
秋
元

さ
ん
に
相
談
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

自
分
の
自
由
意
志
で
是
か
非
か
を
決

め
、
祈
り
続
け
る
大
切
さ
を
教
え
て

頂
き
ま
し
た
。

　

25
日
に
、
教
会
の
受
洗
者
・
転
入

者
の
歓
迎
会
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

受
洗
者
に
該
当
し
ま
す
。
そ
の
歓
迎

会
で
自
分
が
受
洗
し
た
時
、
痛
み
と

眩
明
で
開
か
な
か
っ
た
目
が
癒
さ
れ

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
お
恵
み
を
い

た
だ
い
た
証
し
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

聖
霊
に
よ
る
洗
礼
を
受
け
て
か
ら

自
分
に
積
極
性
が
出
て
き
た
事
を
感

じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
今
自
分
は
、

や
は
り
病
気
を
お
棒
げ
し
、
執
り
成

し
の
祈
り
を
す
る
よ
う
に
導
か
れ
て

い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
聖
霊
の
促

し
に
恐
れ
ず
に
従
っ
て
い
け
ま
す
よ

う
に
！　

人
と
比
較
す
る
こ
と
な
く
、

自
分
の
道
を
イ
エ
ズ
ス
様
と
共
に
歩

い
て
い
け
ま
す
よ
う
に
！

　

目
覚
め
た
時
か
ら
神
様
の
愛
の
深

さ
を
感
じ
、
お
祈
り
が
出
来
る
日
々

に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

証
し
（
そ
の
二
）�

榊
原
和
子

　

私
は
現
在
七
十
一
歳
、
幼
少
期
よ

り
体
調
を
崩
し
易
く
、
中
学
生
の
時
、

大
学
病
院
で
、
難
病
、
突
発
性
脊
柱

側
湾
症
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
症
状

は
、
疼
痛
・
痙
攣
す
る
よ
う
な
筋
緊

張
・
内
臓
障
害
で
す
。
原
因
不
明
・

手
術
以
外
治
療
法
は
な
く
、
そ
の
手

術
も
、
後
遺
症
が
厳
し
く
、
私
に
は

無
理
と
の
判
断
で
し
た
。
以
後
、
ペ

イ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
あ
る
大
学
で
の

対
症
療
法
で
、
疼
痛
・
筋
緊
張
に
よ

る
痙
攣
・
排
便
採
尿
障
害
へ
の
投
薬
、

近
年
は
鍼
治
療
で
対
応
、
ヘ
ル
パ
ー

さ
ん
の
支
え
で
の
日
常
生
活
で
す
。

　

今
回
参
加
し
た
セ
ミ
ナ
ー
の
間
、

全
身
の
症
状
が
消
え
た
時
を
与
え
ら

れ
ま
し
た
。
初
め
て
の
感
覚
で
、
自

分
が
信
じ
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
筋

弛
緩
が
起
き
て
、
新
し
い
血
流
が
生

ま
れ
、
脳
と
体
が
蘇
る
感
覚
を
受
け

ま
し
た
。
何
か
が
結
晶
し
、
調
和
し

ま
し
た
。
コ
ッ
プ
を
持
つ
こ
と
で
も

脊
髄
神
経
に
響
く
痛
み
、
そ
れ
に
よ

る
発
熱
、
足
の
痛
み
、
三
叉
神
経
痛
、

排
便
排
尿
障
害
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
、
取
れ
て
い
ま
す
。

　

今
は
時
々
、
筋
緊
張
が
起
き
そ
う

に
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
す
る
方
法
に
も
導
か
れ
ま
し
た
。

七
十
一
歳
で
す
が
、
体
の
ス
テ
ー
ジ

が
次
の
段
階
に
，
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
想
像
を
超
え

る
も
の
で
し
た
。

　

感
謝
と
賛
美
の
中
で
、
私
に
、
脳

と
体
の
蘇
り
に
よ
り
、
夢
と
希
望
が

生
ま
れ
て
い
ま
す
。
固
い
心
が
解
き

ほ
ぐ
さ
れ
、
次
第
に
柔
ら
か
く
な
っ

て
、
満
た
さ
れ
、
幸
福
感
、
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。
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「
皆
さ
ん
は
聖
書
を
製
作
販
売
し
て

い
ま
す
け
ど
、
聖
書
を
読
ん
で
、
こ

れ
は
素
晴
ら
し
い
と
感
動
し
て
、
ぜ

ひ
多
く
の
人
に
読
ん
で
ほ
し
い
と
思

っ
て
売
っ
て
い
ま
す
か
？　

そ
う
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
何
冊
売
れ
る
か

と
い
う
こ
と
が
最
も
重
要
な
関
心
事

で
し
ょ
う
？
」

　

も
う
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
修
道
院
で
の
月
の
静
修

の
講
師
に
呼
ん
だ
、
東
京
教
区
の
坂

倉
恵
二
神
父
様
が
話
し
た
、
福
音
宣

教
に
つ
い
て
の
講
話
の
中
の
一
部
で

す
。
そ
の
講
話
の
前
後
の
内
容
に
つ

い
て
は
全
く
記
憶
が
な
い
の
で
す
が
、

不
思
議
な
こ
と
に
冒
頭
の
言
葉
だ
け

は
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い
ま

す
。
坂
倉
神
父
様
と
は
そ
ん
な
に
深

い
お
付
き
合
い
を
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
の
で
す
が
、
彼
が
い
わ
ゆ
る

毒
舌
家
と
い
う
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
の
で
、
そ
れ
を
聞
い
て
も
、
な

ん
て
失
礼
な
人
だ
と
も
思
わ
な
か
っ

た
し
、
む
し
ろ
内
心
、
ニ
タ
ッ
と
笑

い
な
が
ら
、
来
た
な
、
と
思
い
な
が

ら
聞
い
て
い
ま
し
た
。
聖
堂
内
で
の

講
話
中
で
す
か
ら
、
あ
え
て
反
対
尋

問
を
す
る
者
も
い
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
も
し
か
し
た
ら
内
心
、
な
ん
だ

と
！　

と
怒
っ
て
い
た
者
が
い
た
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
正
直
に
言
い
ま
す

と
、
彼
の
発
言
は
当
た
ら
ず
と
も
遠

か
ら
ず
、
で
し
た
。

　

坂
倉
神
父
様
と
最
初
に
お
会
い
し

た
の
は
二
十
年
く
ら
い
前
に
な
り
ま

す
。
当
時
修
道
会
か
ら
出
向
し
て
カ

ト
リ
ッ
ク
新
聞
社
に
勤
め
て
い
た
と

き
、
専
務
だ
っ
た
司
祭
が
内
部
異
動

で
他
の
部
署
に
行
き
、
そ
の
後
任
の

専
務
か
つ
営
業
部
長
と
し
て
来
ら
れ

た
と
き
で
す
。
彼
の
人
と
成
り
も
、

前
評
判
も
全
く
知
り
ま
せ
ん
で
し
た

の
で
、
私
の
上
司
で
あ
る
坂
倉
神
父

様
の
動
向
を
興
味
津
々
で
眺
め
て
い

ま
し
た
。
私
は
編
集
長
で
し
た
が
、

カ
ト
リ
ッ
ク
新
聞
の
編
集
に
関
し
て

は
、
そ
れ
ま
で
の
や
り
方
に
彼
は
注

文
と
か
異
論
を
差
し
挟
む
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
営
業
の
あ

り
か
た
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
つ
ひ

と
つ
の
発
言
が
、
え
ッ
と
思
う
よ
う

な
、
斬
新
か
つ
大
胆
で
、
他
に
追
随
、

反
論
、
異
論
を
許
さ
な
い
よ
う
な
、

自
信
に
あ
ふ
れ
る
も
の
で
し
た
。
今

思
い
出
す
と
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
で

不
協
和
音
が
聞
か
れ
て
い
た
社
内
の

空
気
が
一
新
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

新
聞
社
を
退
職
し
た
後
、
今
度
は

聖
霊
刷
新
と
の
関
わ
り
で
坂
倉
神
父

様
と
お
会
い
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
不
思
議
な
巡
り
合
わ
せ
の
よ
う
だ

っ
た
気
が
し
ま
す
。
こ
の
聖
霊
刷
新

の
中
で
坂
倉
神
父
様
の
講
話
や
コ
メ

ン
ト
な
ど
に
接
す
る
と
き
に
感
じ
た

の
も
、
や
は
り
斬
新
か
つ
大
胆
、
そ

し
て
鋭
い
観
察
眼
か
ら
生
ま
れ
た
内

容
で
し
た
。
そ
れ
が
時
に
は
毒
舌
と

聞
こ
え
た
向
き
も
あ
っ
て
、
彼
に
反

発
を
表
明
し
た
人
た
ち
も
あ
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
人
た
ち
の
批
判
な
ど
全
く

意
に
介
さ
な
い
姿
勢
は
、
長
年
に
わ

た
る
苦
し
い
は
ず
の
闘
病
生
活
の
中

で
も
崩
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
と
思
い
ま
す
。

何
に
も
誰
に
も
屈
せ
ず
、
決
し
て
妥

協
を
許
さ
な
い
で
、
真
理
を
真
っ
直

ぐ
に
見
つ
め
て
イ
エ
ス
に
従
い
、
聖

霊
に
対
す
る
篤
い
信
仰
を
持
っ
た
そ

の
生
き
方
を
一
言
で
言
い
表
わ
す
な

ら
ば
、
そ
れ
は
ま
さ
に
「
明
鏡
止
水

」
で
す
。�

合
掌

　
《
注　
「
明
鏡
（
め
い
き
ょ
う
）」…

は
一
点
の
曇
り
も
な
い
こ
と
、「
止…

水
（
し
す
い
）」
は
止
ま
っ
て
静
か…

に
た
た
え
て
い
る
水
の
こ
と
。
つ
ま

り
、
邪
念
が
な
く
、
澄
み
切
っ
て
落

ち
着
い
た
心
境
の
こ
と
で
す
》

故
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
坂
倉
恵
二
師
に
贈
る
こ
と
ば

　
　
　「
明
　
鏡
　
止
　
水
」�

聖
パ
ウ
ロ
修
道
院
　
赤
波
江
謙
一
神
父
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い
や
し
の
た
め
の
ミ
サ
で
長
年
主

司
式
と
し
て
ミ
サ
を
捧
げ
て
下
さ
っ

て
い
た
小
平
神
父
様
が
五
月
十
九
日

に
帰
天
な
さ
い
ま
し
た
。
哀
悼
の
意

を
表
し
、
故
人
を
偲
ん
で
、
略
歴
等

と
あ
わ
せ
て
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

【
略
歴
】

一
九
四
四
年
三
月
二
四
日
、
東
京
都

世
田
谷
区
で
出
生
。
暁
星
学
園
在
学

中
に
数
々
の
優
秀
賞
受
賞
。

一
九
六
六
年
早
稲
田
大
学
卒
業
後
、

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
に
入
会
。

一
九
七
四
年
十
二
月
、
司
祭
叙
階
。

一
九
七
八
年
ロ
ー
マ
教
皇
庁
立
ア
ン

ト
ニ
オ
大
学
大
学
院
卒
業
。

東
京
・
中
目
黒
教
会
、
三
軒
茶
屋
教

会
、
六
本
木
修
道
院
、
田
園
調
布
教

会
等
に
赴
任
。

一
九
八
三
年
～
二
〇
〇
四
年
：
在
世

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
南
関
東
地
区
総
補

佐
司
祭
。

二
〇
二
三
年
五
月
十
九
日
、
療
養
中

の
Ａ
Ｏ
Ｉ
国
際
病
院
に
て
帰
天
、
享

年
七
九
歳
。

【
著
書
・
訳
書
等
】

著
書
：｢

あ
な
た
に
神
の
や
さ
し
さ

を｣

、｢

聖
書
一
〇
一
の
謎｣

、｢

イ
タ

リ
ア
・
ア
ッ
シ
ジ
か
ら
の
伝
言｣

。

訳
書
：｢

エ
ウ
カ
リ
ス
テ
ィ
ア
、
過
越

の
秘
跡｣

、｢

司
祭
の
霊
性
」、

「
父
で
あ
る
神
」、

「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
第
二
伝
記
」、

「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
語
り
か
け
た

十
字
架
」、

「
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
そ
の
時
代
」。

訳
監
修
：「
聖
霊
」、「
イ
エ
ス
・

キ
リ
ス
ト
を
思
い
起
こ
し
て
く
だ

さ
い
―
現
代
の
信
仰
問
題
へ
の
応

答
と
し
て
」

【
故
人
を
偲
ん
で
】

マ
ッ
コ
イ
神
父
様
（
イ
エ
ズ
ス
会
）

が
引
退
な
さ
る
際
に
、
い
や
し
の
た

め
の
ミ
サ
（
聖
心
女
子
大
学
聖
堂
に

て
八
月
と
九
月
を
除
い
て
毎
月
第
二

日
曜
午
後
二
時
～
）
を
小
平
神
父
様

が
引
き
継
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
十
月
か
ら
二
〇
二
〇
年

二
月
の
期
間
の
公
開
型
ミ
サ
で
は
ミ

サ
後
、
パ
ウ
ロ
・
ヤ
ノ
チ
ン
ス
キ
ー

神
父
様
（
ド
ミ
ニ
コ
会
）
や
川
村
昕

司
神
父
様
（
東
京
教
区
）
等
と
共
に

ご
病
気
の
方
々
の
為
に
個
人
別
に
い

や
し
を
祈
願
し
て
、
温
か
い
お
心
で

病
人
に
寄
り
添
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。

お
歌
が
お
好
き
だ
っ
た
小
平
神
父
様

が
お
祈
り
の
時
に
聖
霊
に
導
か
れ
る

ま
ま
に
朗
々
た
る
御
声
で
聖
歌
を
歌

っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
温
厚
な
お
人

柄
の
小
平
神
父
様
が
個
人
別
に
執
り

成
し
の
祈
り
を
な
さ
り
、
ご
病
人
や

付
き
添
い
の
ご
家
族
や
友
人
方
が
、

主
イ
エ
ス
様
に
よ
る
い
や
し
へ
の
希

望
と
期
待
を
も
っ
て
明
る
い
お
気
持

ち
で
お
帰
り
に
な
っ
て
い
く
様
子
が

思
い
だ
さ
れ
ま
す
。
そ
の
上
、
次
の

い
や
し
の
た
め
の
ミ
サ
ま
で
の
間
も

修
道
院
で
病
人
の
い
や
し
の
た
め
に

執
り
成
し
の
お
祈
り
を
続
け
て
下
さ

り
、
あ
り
が
た
く
存
じ
て
お
り
ま
し

た
。
二
〇
二
〇
年
二
月
か
ら
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
非
公
開
型
ミ
サ
に
な
り
ま

し
た
が
、
ご
病
気
を
か
か
え
て
お
ら

れ
な
が
ら
本
年
二
月
十
五
日
ま
で
折

々
担
当
月
に
非
公
開
型
ミ
サ
を
修
道

院
で
お
捧
げ
下
さ
い
ま
し
た
。

　

小
平
神
父
様
の
御
帰
天
に
伴
い
、

い
や
し
の
た
め
の
ミ
サ
は
、
パ
ウ
ロ

・
ヤ
ノ
チ
ン
ス
キ
ー
神
父
様
が
主
司

式
に
な
っ
て
御
意
思
を
継
い
で
下
さ

っ
て
い
ま
す
。

　

小
平
神
父
様
は
き
っ
と
天
国
で
天

使
と
一
緒
に
三
位
一
体
の
神
様
を
賛

美
し
な
が
ら
、
マ
ッ
コ
イ
神
父
様
、

シ
ュ
ナ
イ
ダ
ー
神
父
様
、
シ
ス
タ
ー

ト
マ
ス
小
平
正
寿
神
父
様
（
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
）
を
偲
ん
で

　�

い
や
し
の
た
め
の
ミ
サ
世
話
役
　
金
子
知
香
子

ヨハネ・パウロ２世と謁見する小平神父（1999 年）
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あ
ら
ゆ
る
希
望
に
反
す
る
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
希
望
―
こ
れ
が
今
週
の
水
曜

日
に
パ
ウ
ロ
六
世
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ

た
教
皇
様
の
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
の
テ
ー

マ
で
し
た
。
教
皇
様
は
、
聖
パ
ウ
ロ

が
ロ
ー
マ
の
信
徒
へ
の
手
紙
第
４
章

で
、
太
祖
の
神
信
仰
つ
い
て
私
た
ち

に
語
っ
て
い
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

神
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
向
か
っ
て
、
彼

が
ほ
ぼ
百
歳
に
な
っ
て
お
り
、
妻
の

サ
ラ
が
不
妊
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
子
孫
を
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

「
こ
れ
は
強
力
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
す…

」
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
教
皇
は
言
わ
れ

ま
し
た
。「
い
か
な
る
希
望
も
な
い…

と
き
に
で
も
、
わ
た
し
は
希
望
す
る
。

人
間
的
な
希
望
は
な
か
っ
た
の
に
、

彼
は
希
望
し
た
の
で
す
。」

　

こ
の
約
束
に
信
頼
し
つ
つ
、
ア
ブ

ラ
ハ
ム
は
旅
を
始
め
、
郷
里
を
離
れ

て
異
邦
人
と
な
る
こ
と
に
同
意
し
、

こ
の
「
あ
り
得
ぬ
」
息
子
に
望
み
を

か
け
、
あ
た
か
も
サ
ラ
の
胎
が
死
ん

だ
も
同
然
だ
っ
た
の
に
、
神
が
息
子

を
お
与
え
く
だ
さ
る
こ
と
を
希
望
し

た
の
で
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
信
じ
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
の
信
仰
が
、
見
か

け
上
不
合
理
な
希
望
に
向
か
っ
て
彼

の
心
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
人

間
の
理
性
・
知
恵
・
こ
の
世
の
賢
慮

を
超
え
、
通
常
常
識
と
考
え
ら
れ
る

こ
と
を
超
え
て
、
不
可
能
な
こ
と
を

信
ず
る
こ
と
へ
と
向
か
う
能
力
で
す
。

希
望
は
新
し
い
地
平
を
開
き
、
私
た

ち
に
、
想
像
す
る
こ
と
も
出
来
な
い

こ
と
を
夢
見
る
こ
と
を
可
能
に
し
ま

す
。「
希
望
と
い
う
徳
は
、
人
生
に

お
い
て
前
進
す
る
偉
大
な
力
強
さ
を

私
た
ち
に
与
え
る
」
の
で
す
。

　

け
れ
ど
も
こ
れ
は
難
し
い
旅
路
で

す
。
そ
し
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
と
っ
て

さ
え
も
、
失
望
の
危
機
と
い
う
瞬
間

が
到
来
し
ま
す
。
彼
は
信
頼
し
て
い

ま
し
た
。
彼
は
家
も
国
も
友
人
も
、

す
べ
て
を
捨
て
て
、
神
が
彼
に
示
さ

れ
た
土
地
に
到
着
し
、
時
も
経
過
し

ま
し
た
が
、
息
子
は
や
っ
て
来
ま
せ

ん
で
し
た
し
、
サ
ラ
の
胎
は
不
妊
状

態
の
ま
ま
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「
そ
し
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
」
と
教
皇

は
話
を
続
け
ら
れ
ま
し
た
。「
彼
は

忍
耐
を
失
く
し
た
と
は
言
い
ま
せ
ん

が
、
彼
は
神
に
悲
嘆
の
声
を
挙
げ
ま

し
た
。
こ
の
こ
と
も
、
私
た
ち
は
父

祖
ア
ブ
ラ
ハ
ム
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
出

来
る
の
で
す
。
神
に
訴
え
る
こ
と
は

一
つ
の
祈
り
方
で
す
。
告
白
の
と
き

に
、
時
々
、『
私
は
主
に
不
平
を
言

い
ま
し
た
』
と
言
う
言
葉
を
聞
き
ま

す
が
、
私
は
言
い
ま
す
。『
い
い
え
、

構
わ
ず
に
、
不
平
を
言
い
な
さ
い
。

相
手
は
私
た
ち
の
お
父
さ
ん
な
の
で

す
か
ら
！
』
そ
し
て
こ
の
主
に
訴
え

る
こ
と
は
一
つ
の
祈
り
方
で
す
し
、

良
い
こ
と
で
す
。
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
主

に
悲
嘆
の
声
を
上
げ
て
、
言
い
ま
す
。

「
主
な
る
神
よ
、
私
に
は
息
子
が
相

変
ら
ず
い
ま
せ
ん
し
、
わ
が
家
の
跡

継
ぎ
は
ダ
マ
ス
コ
の
エ
リ
エ
ゼ
ル
で

・
リ
タ
・
マ
ッ
キ
ノ
ン
様
（C.N

.D
.

）、

帰
天
な
さ
っ
た
奉
仕
者
の
小
林
康
司

さ
ん
、
望
月
三
千
子
さ
ん
等
と
共
に
、

主
の
御
座
の
前
で
、
い
や
し
の
た
め

の
ミ
サ
の
意
向
に
入
っ
て
い
る
ご
病

人
の
方
々
の
た
め
に
心
身
の
い
や
し

の
お
恵
み
を
執
り
成
し
、
レ
ジ
オ
マ

リ
エ
や
司
牧
し
た
教
会
や
黙
想
会
で

指
導
し
た
方
々
の
為
に
、
引
き
続
き

お
祈
り
し
て
下
さ
っ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。

【
小
平
神
父
様
の
座
右
の
銘
】

「
こ
の
上
な
く
高
く
、
栄
光
に
満
ち

て
お
ら
れ
る
神
様
、
私
の
心
の
闇
を

照
ら
し
、
正
し
い
信
仰
、
確
か
な
希

望
、
完
全
な
愛
、
感
じ
る
心
と
深
く

知
る
恵
み
を
お
与
え
下
さ
い
。
あ
な

た
の
尊
い
ま
こ
と
の
掟
を
守
る
事
が

で
き
ま
す
よ
う
に
。」

（
ア
ッ
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の

言
葉
よ
り
）

ご
参
考
ま
で
の
お
知
ら
せ
：

【
い
や
し
の
た
め
の
ミ
サ
のU

RL

】

http://hom
e.a04.itscom

.net/
ictus/hm

.htm
l

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
る
希
望
に
つ
い
て
の
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
（
そ
の
一
）

　
信
仰
と
希
望
に
お
け
る
父
祖
ア
ブ
ラ
ハ
ム

�

～
『
カ
リ
ス
イ
ン
デ
ィ
ア
』
誌
・
二
〇
二
三
年
六
月
号
掲
載
～
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す
」（
エ
リ
エ
ゼ
ル
は
家
事
一
切
を…

取
り
仕
切
る
人
で
し
た
）。
ア
ブ
ラ
ハ

ム
は
先
を
続
け
て
言
い
ま
し
た
。「

ご
覧
く
だ
さ
い
。
あ
な
た
は
私
に
子

孫
を
お
与
え
く
だ
さ
い
ま
せ
ん
で
し

た
か
ら
、
家
の
僕
の
ひ
と
り
が
跡
を

継
ぐ
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。」
す…

る
と
、
主
は
お
答
え
に
な
っ
た
。

「
そ
の
者
が
あ
な
た
の
跡
を
継
ぐ
の…

で
は
な
く
、
あ
な
た
か
ら
生
ま
れ
る

者
が
跡
を
継
ぐ
。」
そ
し
て
主
は
彼

を
外
に
連
れ
出
し
て
言
わ
れ
た
。「

天
を
仰
い
で
星
を
数
え
る
こ
と
が
で

き
る
な
ら
、
数
え
て
み
る
が
よ
い
。」

そ
し
て
言
わ
れ
た
。「
あ
な
た
の
子

孫
は
こ
の
よ
う
に
な
る
。」
そ
こ
で

改
め
て
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
主
を
信
じ
た

の
で
す
。（
創
世
記
15
・
２

－

６
参

照
）

　

こ
の
場
面
は
夜
中
に
起
こ
っ
て
お

り
、
外
は
真
っ
暗
で
す
が
、
ア
ブ
ラ

ハ
ム
の
心
の
中
に
も
、
失
望
と
落
胆
、

不
可
能
な
こ
と
を
望
み
続
け
る
難
し

さ
の
暗
闇
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
点

ま
で
に
太
祖
は
か
な
り
の
年
輩
者
で

あ
り
、
も
は
や
息
子
を
も
う
け
る
時

間
は
な
く
、
跡
を
継
ぐ
も
の
は
家
の

僕
に
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
ア

ブ
ラ
ハ
ム
は
主
に
語
り
か
け
ま
す
が
、

現
存
し
て
お
ら
れ
自
分
と
話
し
て
お

ら
れ
る
は
ず
の
神
が
、
い
ま
は
ま
る

で
そ
の
み
言
葉
に
そ
ぐ
わ
な
い
疎
遠

な
か
た
に
思
わ
れ
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は

孤
独
感
を
お
ぼ
え
、
老
い
て
、
疲
れ

き
っ
て
い
ま
す
。
ど
の
よ
う
に
し
て

信
頼
し
続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
ょ

う
か
。「
け
れ
ど
も
」
と
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
は
話
し
続
け
ま
し
た
。「
彼
の
こ…

の
悲
嘆
は
、
ひ
と
つ
の
信
仰
の
か
た

ち
で
あ
り
、
祈
り
な
の
で
す
。
一
切

の
こ
と
に
か
か
わ
ら
ず
、
ア
ブ
ラ
ハ

ム
は
神
を
信
じ
、
何
か
が
ま
だ
起
こ

る
と
希
望
し
続
け
ま
す
。
さ
も
な
け

れ
ば
、
な
ぜ
主
に
呼
び
か
け
、
訴
え
、

約
束
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
の
で
し
ょ

う
か
。
信
仰
と
は
た
ん
に
、
応
答
な

し
に
す
べ
て
を
受
け
入
れ
る
沈
黙
で

は
な
く
、
希
望
と
は
、
疑
い
や
困
惑

か
ら
庇
護
す
る
確
実
性
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
ば
し
ば
希
望
は
暗
黒
で
す

が
、
や
が
て
希
望
は
前
方
へ
と
押
し

進
め
ま
す
。
信
仰
は
、
神
と
の
格
闘

で
も
あ
り
、
偽
善
的
な
見
せ
か
け
な

し
に
、
神
に
私
た
ち
の
苦
し
さ
を
示

す
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。『
私
は
神…

に
腹
を
立
て
、
こ
れ
を
云
々
と
申
し

立
て
ま
し
た
』
が
、
相
手
は
私
た
ち

の
父
親
で
あ
り
、
あ
な
た
を
理
解
し

て
、
安
心
し
て
行
き
な
さ
い
と
言
っ

て
く
だ
さ
る
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う

な
勇
気
を
持
た
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
こ
れ
こ
そ
が
希
望
で
す
。
そ

し
て
希
望
は
、
現
実
を
あ
る
が
ま
ま

に
認
め
、
そ
の
矛
盾
点
を
受
容
す
る

こ
と
を
恐
れ
な
い
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。」

　

ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
信
仰
を
も
っ
て
、

希
望
し
続
け
る
の
を
助
け
て
く
だ
さ

る
よ
う
に
神
に
求
め
て
い
ま
す
。
奇

妙
な
こ
と
に
、
彼
は
息
子
を
願
い
求

め
て
は
い
ま
せ
ん
。
彼
は
「
希
望
し

続
け
ら
れ
る
よ
う
助
け
て
く
だ
さ
い
」

と
言
い
、
希
望
を
祈
り
求
め
て
い
ま

す
。
そ
し
て
主
は
、
あ
り
そ
う
も
な

い
約
束
を
主
張
し
続
け
て
、
跡
を
継

ぐ
の
は
家
の
僕
で
は
な
く
、
ア
ブ
ラ

ハ
ム
か
ら
生
ま
れ
る
実
の
子
で
あ
る

と
お
応
え
に
な
り
ま
す
。
神
の
側
に

は
、
い
か
な
る
変
更
も
あ
り
ま
せ
ん
。

主
は
既
に
言
わ
れ
た
こ
と
を
繰
り
返

し
続
け
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
対
し
て
何

ら
の
再
保
証
も
な
さ
い
ま
せ
ん
。
そ

の
唯
一
の
保
証
は
、
主
の
こ
と
ば
に

信
頼
し
て
希
望
し
続
け
る
こ
と
で
す

。」
　
「
神
が
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
与
え
る
し…

る
し
は
、
信
じ
て
希
望
し
続
け
る
よ

う
に
と
の
要
求
で
す
。『
天
を
仰
い…

で
、
星
を
数
え
て
み
る
が
よ
い
。
あ

な
た
の
子
孫
は
こ
の
よ
う
に
な
る
…

神
は
ア
ブ
ラ
ハ
ム
を
、
彼
の
限
ら
れ

た
視
点
の
現
実
で
あ
る
天
幕
の
そ
と

に
連
れ
出
し
、
彼
に
無
数
の
星
を
示

し
ま
す
。
信
じ
る
た
め
に
、
私
た
ち

は
信
仰
の
目
で
見
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ら
は
た
だ
の
星
に
す
ぎ

ず
、
誰
で
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
ア
ブ
ラ
ハ
ム
に
と
っ
て
は
、
そ

れ
ら
は
神
の
誠
実
さ
の
し
る
し
に
な

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。」

　
「
こ
れ
が
信
仰
で
あ
り
、
私
た
ち…

の
誰
も
が
な
さ
ね
ば
な
ら
な
い
希
望

の
旅
な
の
で
す
」
と
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

教
皇
は
結
論
づ
け
ま
し
た
。「
も
し…

も
私
た
ち
に
と
っ
て
も
、
留
ま
っ
て

い
る
唯
一
の
チ
ャ
ン
ス
が
星
を
仰
ぎ

見
る
こ
と
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ

は
神
を
信
頼
す
る
べ
き
と
き
な
の
で

す
。
こ
れ
以
上
に
素
晴
ら
し
い
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
希
望
は
決
し
て
失

望
さ
せ
る
（
裏
切
る
）
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。」
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私
た
ち
は
最
近
、
希
望
を
テ
ー
マ

と
す
る
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
の
旅
路
を
始

め
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
と
て
も
適
切

な
こ
と
で
す
。
預
言
者
イ
ザ
ヤ
が
、

私
た
ち
を
こ
の
点
へ
と
導
い
て
く
れ

ま
し
た
。
私
は
こ
こ
で
、
言
わ
ば
神

の
子
の
受
肉
と
と
も
に
「
希
望
が
こ

の
世
に
到
来
し
た
」
瞬
間
に
つ
い
て
、

い
っ
そ
う
明
確
に
省
察
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
い
く
つ
か
の
章
句
に
お
い

て
メ
シ
ア
の
誕
生
を
予
言
し
た
の
も
、

や
は
り
イ
ザ
ヤ
で
し
た
。「
見
よ
、

お
と
め
が
身
ご
も
っ
て
、
男
の
子
を

産
み
、
そ
の
名
を
イ
ン
マ
ヌ
エ
ル
と

呼
ぶ
」（
７
・
14
）、
そ
し
て
ま
た
、

「
エ
ッ
サ
イ
の
株
か
ら
ひ
と
つ
の
芽

が
萌
え
い
で
、
そ
の
根
か
ら
ひ
と
つ

の
若
枝
が
育
つ
」（
11
・
１
）
と
。

こ
れ
ら
の
章
句
に
お
い
て
、
ク
リ
ス

マ
ス
の
意
味
が
輝
き
出
て
き
ま
す
。

神
は
人
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

約
束
を
成
就
さ
れ
ま
す
。
そ
の
民
を

見
捨
て
る
こ
と
な
く
、
そ
の
神
性
を

自
ら
脱
ぎ
捨
て
る
と
こ
ろ
ま
で
。
こ

の
よ
う
に
し
て
神
は
そ
の
誠
実
さ
を

示
さ
れ
、
新
し
い
御
国
を
開
始
さ
れ
、

そ
れ
に
よ
っ
て
人
類
に
新
し
い
希
望

を
お
与
え
に
な
る
。
そ
し
て
こ
の
希

望
と
は
何
か
。
永
遠
の
い
の
ち
で
す
。

　

私
た
ち
が
希
望
に
つ
い
て
語
る
と

き
、
そ
れ
は
人
間
の
力
で
理
解
さ
れ

る
こ
と
な
く
、
ま
た
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
も
の
を
指
し
示
し
ま
す
。
現

に
、
私
た
ち
が
希
望
す
る
も
の
と
は
、

私
た
ち
の
力
や
知
覚
を
超
え
た
も
の

を
意
味
し
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
贖
罪

を
開
始
す
る
キ
リ
ス
ト
の
誕
生
は
、

私
た
ち
に
、
異
な
る
希
望
、
信
頼
で

き
、
目
に
見
え
理
解
で
き
る
希
望
に

つ
い
て
語
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
神
の

内
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
で
す
。
彼

は
こ
の
世
に
や
っ
て
来
ら
れ
、
私
た

ち
に
彼
と
共
に
歩
む
力
強
さ
を
与
え

ま
す
。
つ
ま
り
、
神
は
イ
エ
ス
に
お

い
て
私
た
ち
と
共
に
歩
ま
れ
、
彼
と

と
も
に
命
の
充
満
に
向
け
て
歩
む
こ

と
は
、
私
た
ち
に
、
新
た
な
仕
方
で
、

至
難
な
が
ら
、
現
実
の
う
ち
に
留
ま

る
力
を
与
え
ま
す
。
こ
う
し
て
キ
リ

ス
ト
者
に
と
っ
て
は
、
希
望
す
る
こ

と
は
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
、
私
た
ち

を
待
っ
て
お
ら
れ
る
御
父
に
向
か
う

旅
の
途
上
に
あ
る
こ
と
の
確
か
さ
を

意
味
し
ま
す
。
希
望
は
決
し
て
静
止

し
た
も
の
で
は
な
く
、
希
望
は
常
に

旅
行
し
続
け
、
私
た
ち
を
旅
立
た
せ

ま
す
。
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
の
子
が
私
た
ち

に
与
え
る
こ
の
希
望
は
、
目
的
地
を
、

人
類
の
救
い
と
い
う
確
か
な
、
前
進

す
る
目
標
を
提
供
し
、
あ
わ
れ
み
深

い
神
に
信
頼
す
る
人
々
に
幸
運
を
も

た
ら
し
ま
す
。
聖
パ
ウ
ロ
は
こ
の
す

べ
て
を
、「
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う…

な
希
望
に
よ
っ
て
救
わ
れ
て
い
る
の

で
す
」（
ロ
ー
マ
８
・
24
）
と
い
う…

表
現
を
も
っ
て
要
約
し
て
い
ま
す
。

言
い
換
え
る
と
、
希
望
を
も
っ
て
こ

の
世
を
歩
む
こ
と
で
、
私
た
ち
は
救

わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
こ
で
私
た

ち
は
、
自
分
自
身
に
、
私
た
ち
各
々

に
こ
の
よ
う
に
問
う
こ
と
が
で
き
る

の
で
す
。
私
は
希
望
を
も
っ
て
歩
ん

で
い
る
か
、
そ
れ
と
も
私
の
内
的
な

生
活
は
静
止
し
、
閉
ざ
さ
れ
て
い
る

の
か
と
。
私
の
心
は
閉
ざ
さ
れ
た
引

き
出
し
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
、
私

が
、
独
り
で
な
く
、
イ
エ
ス
と
共
に

歩
む
こ
と
を
可
能
に
す
る
、
希
望
に

開
か
れ
た
引
き
出
し
で
あ
る
の
か
と
。

　

ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
家
庭
で
は
、
待

降
節
の
期
間
に
、
ご
降
誕
の
馬
小
屋

の
場
面
が
整
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
れ

教
皇
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
よ
る
希
望
に
つ
い
て
の
カ
テ
ケ
ー
ジ
ス
（
そ
の
二
）

　「
イ
エ
ス
の
誕
生
は
、
私
た
ち
の
希
望
の
源
泉
」

�
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『
カ
リ
ス
イ
ン
デ
ィ
ア
』
誌
・
二
〇
二
三
年
五
月
号
掲
載
～
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は
ア
シ
ジ
の
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
に
遡

る
伝
統
に
従
う
も
の
で
す
。
こ
の
よ

う
な
簡
素
な
仕
方
で
、
降
誕
の
場
面

は
希
望
を
伝
え
て
い
ま
す
。
登
場
人

物
の
各
々
が
、
こ
の
希
望
の
趣
き
・

雰
囲
気
の
う
ち
に
浸
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。

　

ま
ず
第
一
に
、
私
た
ち
は
イ
エ
ス

が
生
ま
れ
た
場
所
、
ベ
ツ
レ
ヘ
ム
に

注
目
し
ま
す
。
ユ
ダ
ヤ
の
こ
の
小
さ

な
村
に
は
、
数
千
年
前
に
、
神
に

よ
っ
て
イ
ス
ラ
エ
ル
の
王
と
な
る
よ

う
に
選
ば
れ
た
羊
飼
い
の
少
年
、
ダ

ビ
デ
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ベ
ツ
レ
ヘ

ム
は
大
都
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ま
さ
に
そ
れ
ゆ
え
に
こ
そ
、
小
さ
な
、

け
ん
そ
ん
な
者
を
通
し
て
働
く
こ
と

を
愛
さ
れ
る
神
の
摂
理
に
よ
っ
て
選

ば
れ
た
の
で
す
。
そ
の
出
生
地
に
、

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
た
「
ダ
ビ
デ

の
子
」
イ
エ
ス
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
彼
の
中
で
神
の
希
望
と
人
間

の
希
望
が
出
会
う
の
で
す
。

【
希
望
の
母
、
マ
リ
ア
】

　

次
に
、
希
望
の
母
で
あ
る
マ
リ
ア

に
目
を
向
け
ま
し
ょ
う
。
そ
の
「
は

い
」
と
い
う
返
事
に
よ
っ
て
、
彼
女

は
私
た
ち
の
世
界
の
扉
を
神
に
向
け

て
開
き
ま
し
た
。
彼
女
の
お
と
め
心

は
希
望
に
満
ち
て
お
り
、
信
仰
に
よ

っ
て
完
全
に
活
気
づ
け
ら
れ
て
い
た

の
で
、
神
は
彼
女
を
選
び
、
彼
女
は

そ
の
言
葉
を
信
じ
ま
し
た
。
九
か
月

の
あ
い
だ
新
し
い
永
遠
の
契
約
の
櫃

と
な
っ
た
彼
女
は
、
岩
屋
の
中
で
、

御
子
を
観
想
し
、
彼
の
う
ち
に
、
御

民
と
全
人
類
を
救
い
に
来
ら
れ
る
神

の
愛
を
認
め
る
の
で
す
。

　

マ
リ
ア
の
隣
に
は
、
エ
ッ
サ
イ
と

ダ
ビ
デ
の
末
裔
で
あ
る
ヨ
セ
フ
が
い

ま
す
。
彼
も
ま
た
、
天
使
の
言
葉
を

信
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
飼
い
葉
桶
の

イ
エ
ス
を
眺
め
な
が
ら
、
そ
の
乳
の

み
子
が
聖
霊
に
由
来
し
、
神
ご
自
身

が
彼
に
、
そ
の
子
を
「
イ
エ
ス
」
と

名
付
け
る
よ
う
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を

想
い
め
ぐ
ら
し
ま
す
。
そ
の
名
前
に

は
、
す
べ
て
の
男
女
に
と
っ
て
の
希

望
が
あ
り
ま
す
。
女
か
ら
生
ま
れ
た

そ
の
息
子
を
通
し
て
、
神
は
人
類
を

死
と
罪
か
ら
救
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

こ
の
よ
う
な
訳
で
、
降
誕
の
場
面
を

観
想
す
る
こ
と
は
大
切
な
の
で
す
。

　

降
誕
の
場
面
に
は
、
羊
飼
い
た
ち

も
い
ま
す
。
彼
ら
は
、「
イ
ス
ラ
エ…

ル
の
慰
め
」（
ル
カ
２
・
25
）
と
「
エ

ル
サ
レ
ム
の
救
い
」（
２
・
38
）
で…

あ
る
メ
シ
ア
を
待
ち
望
む
け
ん
そ
ん

な
貧
し
い
人
々
を
代
表
し
て
い
ま
す
。

彼
ら
は
こ
の
幼
子
の
中
に
、
神
の
救

い
が
彼
ら
一
人
一
人
に
遂
に
到
来
す

る
と
い
う
約
束
と
希
望
の
実
現
を
目

に
し
て
い
ま
す
。
自
己
自
身
の
確
か

さ
、
こ
と
に
物
質
的
な
確
か
さ
を
信

頼
す
る
人
々
は
、
神
の
救
い
を
期
待

し
ま
せ
ん
。
こ
の
こ
と
を
し
っ
か
り

心
に
留
め
ま
し
ょ
う
。
私
た
ち
自
身

の
保
証
は
私
た
ち
を
救
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
を
救
う
唯
一
の
確
か
さ
は
、

神
の
う
ち
な
る
希
望
の
確
か
さ
で
す
。

そ
れ
が
私
た
ち
を
救
え
る
の
は
、
そ

れ
だ
け
が
強
力
で
、
私
た
ち
に
喜
び

と
、
善
き
行
な
い
へ
の
意
志
と
、
永

遠
の
幸
せ
を
達
成
す
る
意
志
と
を
も

っ
て
人
生
の
旅
路
を
歩
む
こ
と
を
可

能
に
し
て
く
れ
る
か
ら
で
す
。
小
さ

き
者
た
ち
、
羊
飼
い
た
ち
は
む
し
ろ

神
に
信
頼
し
、
希
望
を
抱
き
、
あ
の

乳
飲
み
子
の
う
ち
に
、
天
使
た
ち
に

よ
っ
て
知
ら
さ
れ
た
し
る
し
（
ル
カ

２
・
12
参
照
）
を
認
め
て
喜
ぶ
の
で

す
。

　

そ
し
て
こ
の
天
使
た
ち
の
合
唱
は
、

そ
の
乳
飲
み
子
が
成
し
遂
げ
る
偉
大

な
計
画
を
高
み
か
ら
告
げ
知
ら
せ
る

の
で
す
。「
い
と
高
き
と
こ
ろ
に
は…

栄
光
、
神
に
あ
れ
、
地
に
は
平
和
、

御
心
に
適
う
人
に
あ
れ
」（
２
・
14…

）。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
希
望
は
、
愛…

と
正
義
と
平
和
の
御
国
を
創
め
ら
れ

た
神
へ
の
賛
美
と
感
謝
の
う
ち
に
表

わ
さ
れ
ま
す
。

【
は
い
、
イ
エ
ス
さ
ま
、
あ
な
た
は…

私
を
お
救
い
に
な
ら
れ
ま
す
】

　

親
愛
な
る
兄
弟
姉
妹
の
皆
さ
ん
、

こ
こ
数
日
の
う
ち
に
、
ご
降
誕
の
場

面
を
黙
想
し
つ
つ
、
私
た
ち
は
主
の

ご
降
誕
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
私

た
ち
個
人
と
共
同
体
の
歴
史
と
い
う

耕
地
の
う
ち
に
神
が
蒔
か
れ
る
希
望

の
種
子
で
あ
る
イ
エ
ス
を
喜
ん
で
歓

迎
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
、
ま
こ
と

の
祝
賀
と
な
る
で
し
ょ
う
。
や
っ
て

来
ら
れ
る
イ
エ
ス
へ
の
す
べ
て
の
「

は
い
」
と
い
う
返
事
が
希
望
の
つ
ぼ

み
な
の
で
す
。
こ
の
希
望
の
芽
、
こ

の
「
は
い
」
に
信
頼
し
ま
し
ょ
う
。

「
は
い
、
イ
エ
ス
さ
ま
、
あ
な
た
は…

私
を
お
救
い
に
な
ら
れ
ま
す
。
私
を

救
う
こ
と
が
お
出
来
に
な
り
ま
す
」

と
。


